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論文内容の要旨
本研究は磁気デバイスの小型化及び、高周波数化を目的として，新しい磁気特性を応用する小型デバイス



















3 3 0 MHz 付近にも観測された。
最後に論文に於いてこれらの特性の応用について議論を行った。
論文の審査結果の要旨









測定から，共鳴周波数付近で出力波の位相が 1 0 J[以上の変化を生じ，位相と磁界の聞にはぼ直線的な関
係があることを確かめた。この特性はDamon -Es hbac h の理論によって説明できる乙とを示し，表面
モードの静磁波であると推定している。また試料が未飽和状態にある場合にも大きな位相変化が得らrしる
乙とを見出した。乙のような位相変化は同期検波によって磁界の周期関数である電圧に変換でき，微小磁
界や膜表面への気体や液体の接触状況のセンサへの応用を提案している。センサに用いられる周期現象は
SQUIDのほかにはほとんどなく，新しい検出素子としての応用の道を開いた。
本論文は磁気応用の分野iζ強磁共鳴現象が利用可能な乙とを示したもので，今後この分野の研究に寄与
すると乙ろ大であり，博士論文として価値あるものと認める。
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